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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第５部門第２区分
【発行日】平成26年5月15日(2014.5.15)

【公開番号】特開2013-57405(P2013-57405A)
【公開日】平成25年3月28日(2013.3.28)
【年通号数】公開・登録公報2013-015
【出願番号】特願2012-263302(P2012-263302)
【国際特許分類】
   Ｆ１５Ｂ  15/14     (2006.01)
   Ｂ２３Ｑ   3/06     (2006.01)
   Ｆ１６Ｂ   2/16     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｆ１５Ｂ  15/14    ３４５Ｚ
   Ｂ２３Ｑ   3/06    ３０２Ｆ
   Ｂ２３Ｑ   3/06    ３０２Ｃ
   Ｆ１６Ｂ   2/16    　　　Ａ
   Ｆ１５Ｂ  15/14    ３７５　

【手続補正書】
【提出日】平成26年3月24日(2014.3.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ハウジング(１)に軸心方向へ移動可能に挿入した出力ロッド(２)と、上記ハウジング(
１)内で上記出力ロッド(２)に連結されたロッド用の第１ピストン(２１)と、上記ハウジ
ング(１)内で上記第１ピストン(２１)に対して直列状に配置されると共に上記出力ロッド
(２)に軸心方向へ移動可能に外嵌された倍力用の第２ピストン(２２)と、を有し、
　上記第１ピストン(２１)と上記第２ピストン(２２)との間に配置されて圧力流体が供給
および排出されるロック室(２５)であって、上記第１ピストン(２１)と上記第２ピストン
(２２)との両者を当該両者が離れる方向へ押すように構成したロック室(２５)と、
　上記第１ピストン(２１)を上記第２ピストン(２２)側へ押すように配置されると共に圧
力流体が供給および排出される第１リリース室(３１)と、
　上記第２ピストン(２２)を上記第１ピストン(２１)側へ押すように配置されると共に圧
力流体が供給および排出される第２リリース室(３２)と、
　上記ロック室(２５)に供給された圧力流体が上記第２ピストン(２２)を上記第２リリー
ス室(３２)側へ押す力を、上記第１リリース室(３１)側へ向かう力に反転させると共に倍
力変換して上記出力ロッド(２)の伝達部(３７)に伝達する倍力機構(３６)と、を備え、
　上記倍力機構(３６)は、その倍力駆動の開始時に上記出力ロッド(２)と上記第２ピスト
ン(２２)との間で半径方向の内方へ狭くなるように形成される楔空間(３９)と、その楔空
間(３９)に周方向に所定の間隔をあけて挿入される係合ボール(４０)とを有し、
　上記係合ボール(４０)は、上記倍力駆動時に上記伝達部(３７)に係合される状態と、そ
の倍力駆動が開始される前の低負荷ストローク時に上記出力ロッド(２)の外周面のうちの
上記伝達部(３７)よりも上記第１ピストン(２１)に近い側の外周面に半径方向に受け止め
られる状態とに、切換え可能に構成した、
　ことを特徴とする倍力機構付きシリンダ装置。
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【請求項２】
　請求項１の倍力機構付きシリンダ装置において、
　前記倍力駆動の開始時に前記係合ボール(４０)を前記楔空間(３９)に押し出すための押
部(４８)であって、前記の低負荷ストローク時に前記係合ボール(４０)を前記出力ロッド
(２)の前記外周面へ向けて半径方向の内方へ押す押部(４８)を、前記第２ピストン(２２)
に設けた、
　ことを特徴とする倍力機構付きシリンダ装置。
【請求項３】
　請求項２の倍力機構付きシリンダ装置において、
　前記押部(４８)が前記係合ボール(４０)を半径方向の内方へ押す力は、前記第２ピスト
ン(２２)に設けた倍力部(４１)が前記係合ボール(４０)を半径方向の内方へ押す力よりも
小さくなるように、当該押部(４８)を構成した、
　ことを特徴とする倍力機構付きシリンダ装置。
【請求項４】
　請求項１から３のいずれかの倍力機構付きシリンダ装置において、
　前記出力ロッド(２)にクランプ部材(５５)を連結した、
　ことを特徴とする倍力機構付きシリンダ装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　上記の目的を達成するため、本発明は、例えば、図１Ａから図１Ｄ、又は図２、若しく
は図３Ａから図３Ｄに示すように、倍力機構付きシリンダ装置を次のように構成した。
［本発明について］
　ハウジング１に軸心方向へ移動可能に挿入した出力ロッド２と、上記ハウジング１内で
上記出力ロッド２に連結されたロッド用の第１ピストン２１と、上記ハウジング１内で上
記第１ピストン２１に対して直列状に配置されると共に上記出力ロッド２に軸心方向へ移
動可能に外嵌された倍力用の第２ピストン２２とを有する。上記第１ピストン２１と上記
第２ピストン２２との間に、圧力流体が供給および排出されるロック室２５を配置し、そ
のロック室２５が、上記第１ピストン２１と上記第２ピストン２２との両者を当該両者が
離れる方向へ押すように構成する。上記第１ピストン２１を上記第２ピストン２２側へ押
すように配置されると共に圧力流体が供給および排出される第１リリース室３１と、上記
第２ピストン２２を上記第１ピストン２１側へ押すように配置されると共に圧力流体が供
給および排出される第２リリース室３２とを備える。また、上記ロック室２５に供給され
た圧力流体が上記第２ピストン２２を上記第２リリース室３２側へ押す力を、上記第１リ
リース室３１側へ向かう力に反転させると共に倍力変換して上記出力ロッド２の伝達部３
７に伝達する倍力機構３６を備える。上記倍力機構３６は、その倍力駆動の開始時に上記
出力ロッド２と上記第２ピストン２２との間で半径方向の内方へ狭くなるように形成され
る楔空間３９と、その楔空間３９に周方向に所定の間隔をあけて挿入される係合ボール４
０とを有する。上記係合ボール４０は、上記倍力駆動時に上記伝達部３７に係合される状
態と、その倍力駆動が開始される前の低負荷ストローク時に上記出力ロッド２の外周面の
うちの上記伝達部３７よりも上記第１ピストン２１に近い側の外周面に半径方向に受け止
められる状態とに、切換え可能に構成した。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【０００９】
　本発明においては、前記倍力駆動の開始時に前記係合ボール４０を前記楔空間３９に押
し出すための押部４８であって、前記の低負荷ストローク時に前記係合ボール４０を前記
出力ロッド２の前記外周面へ向けて半径方向の内方へ押す押部４８を、前記第２ピストン
２２に設けることが好ましい。
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